
 

 

 

2022年5月13日 

各位 

株式会社 第四北越銀行 

 

連携協定「群馬・第四北越アライアンス」における連携効果（シナジー）について 

 

 株式会社 第四北越銀行（取締役頭取：殖栗 道郎、以下「第四北越銀行」）および 株式会社 

群馬銀行（取締役頭取：深井 彰彦、以下「群馬銀行」、第四北越銀行と群馬銀行を総称して「両

行」）による「群馬・第四北越アライアンス」（2021年12月に締結、以下「本アライアンス」）

の連携が順調に拡大していることから、本アライアンスにおける連携効果（シナジー）などに

つきまして、以下の通り、お知らせいたします。 

 今後も「地域への更なる貢献」と「企業価値の持続的向上」に向けて、本アライアンスでの

連携を加速させてまいります。 

＜本アライアンスによる連携効果（シナジー）＞ 

 2022年度から2026年度までの5年間で合計80億円の連携効果（両行合算）を見込んでい

ます。 

 なお、本アライアンス締結前から両行は地理的特性を活かした連携を進めており、群馬

銀行がTSUBASAアライアンスに参加した2020年12月から本年3月末（2021年度末）ま

での間における連携効果の実績（両行合算）は約15億円にのぼっています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 第四北越銀行 総合企画部／小島 

電話025-229-8121（内線4013） 

 両行のノウハウ共有による 
コンサルティングの展開や、両行が 
主幹事のシンジケートローンへの 
参加等を通じた収益の増加 
 

約15 億円 

2026 年度末 
までの累計 
（見込み） 

2020 年12 月～
2021 年度末 
までの実績 

5年間 

（2022～2026年度） 

＋80 億円 

約95 億円 
分野 主な取り組み

地域創生・

観光振興

・物産展や商談会の共同開催

・地域創生に関する共同セミナー開催

・両行のお客さまの交流会開催 等

法人

ソリューション

・シンジケートローンやプロジェクトファイナンス

　の共同組成

・サステナブルファイナンスの共同企画など、

　脱炭素化に向けた連携施策の実行

・Ｍ＆Ａや事業承継分野での連携　等

資産運用
・共同キャンペーンの実施

・運用商品の共同企画　等

人材育成
・トレーニーの相互派遣・受入

・ダイバーシティの推進に向けた共同研修　等

不動産

有効活用

・店舗の共同化

・首都圏における寮の相互活用　等


